
出資法人等経営状況報告書

1作成年月日及び担当部署
作成年月1日 || 平成 30年 8月 22日 担 当部 署 .

総務管理部 広報対話課

※以下は平成 80年 3月 31日 現存の内容です。

2法人等の概要

3組織
(単位 :人 )

4主な事業
(1)放送法に基づく超短波放送事業及びその他の放送関連事業

121 放送番組の制作及び販売業務

131 放送時間の販売業務

14)広告業務及び宣伝業務

(51 防災ラジオの販売業務

(6)

(7)

1

エフエム上越 株式会社

代 表 者 名

代表取締役 田中 弘邦

□ 常 勤 ■ 非常勤

ロ プロパー   □ 市派遣 □ 市兼務 ■ その他

新潟県上越市本町 3丁 目 2番 26号

設立年月日 平成 H年 2月 8日 50,000千 円 市出資割合| 51%

市民に的確で分りやすい行政情報を提供するとともに、災害時の緊急情報を迅速に提

供し、市民生活の安全・安心を確保するため。
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5事業実績 (概要)
。平成 29年度 (第 20期 )の営業収益 (売上高)は 38,465千円であり、前期との比較では 356

千円の減額 (0.9%減 )となりました。新規事業や新番組の取組により新規の売上があった一方、

年度当初に制作委託放送番組や定時スポットCMの契約終了が相次いだため、減額となりまし

た。

・営業費用のうち売上原価は 6,238千 円であり、前期との比較では 167千円の増 (2.8%の増)と

なりました。また、一般管理費・販売費は 36,240千円であり、前期との比較で 216千円の増 (0.6%

の増)となりました。これにより、営業費用は前期との比較で 383千円の増 (0。 9%の増)の

42,478千円となり、営業収益 (売上高)か ら営業費用を除いた営業利益は△4,013千円となり

ました。

・営業外収益は、消費税差益など 418千円を計上し、また、営業外費用は、支払利息を 163千円

計上したことなどにより、経常利益は△3,758千円となりました。

・税引き後の当期純利益は△4,081千円となり、平成 29年度 (第 20期 )末の欠損金は、△31,7ヱ 3

千円となりました。

【平成 29年度の新たな営業成果】

・FMみょうこうとの共同ラジオ公開番組「上越妙高駅前サテライトスタジオ (愛称 namaosute

ナマ・ステ)」 を、 10月 から月 1回放送し、協賛スポンサーを獲得。

・7月 から新たに、市委託事業「出張 Jステーション」を開始し、月 1回、市内各地から中継

放送を実施。

【営業収益の主な内訳】 (税抜、単位 :千円)

1平成 27年度

(第 18期 )

平成 281年度

(第 19期 )

平成 29年度

(第 20期 )

広告料収入 1 5 1 6 2 15,606 15,273

受託事業収入 15,351 15,351 16,634

イベント収入 3,480 4,558 4,670

番組表広告収入 1, 637 1,223 1,041

【広告契約数】 (件数)

項 目
平成 27年度

(第 18期 )

平成 28年度

(第 19期 )

平成 29年度

(第 20期 )

契約数 l 2 6 1 1 5 109
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6財務状況
(単位 :千 円)

項  目

平成 27年度

自 平成 27年 4月 1日

至 平成 28年 3月 81日

平成 28年度

自 平成 28年 4月 1日

至 平成 29年 3月 31日

平成 を9年度

自 平成 29年 4月 1日

至 平成 30年 3月 31日

備 考

損
益
計
算
書

営業収益 (売上高) 38, 169 38,821 38,465

営業費用 38,246 42,095 42,478

5,454 6,071 6,238

32,792 86,024 36,240

営業利益 △77 △3,274 △4,013

営業外収益 5 l 5 396 418

営業外費用 224 2 2 1 163

経常利益 2 l 4 △3,099 △3,758

特別利益 0 0 0

特別損失 0 0 l 4 3

税引前当期利益 2 1 4 △3,099 △3,901

法人税等 180 1 8 0 180

当期利益 34 △3,279 △4,081

項  目 平成 28年 3月 31日現在 平成 29年 3月 31日現在 平成 30年 3月 31日 現在 備 考

貸
借
対
照
表

資 産 32,494 3i 537 26,700

負 債 6,907 9,229 8,473

純資産 25,587 22,308 18,227

5 0 000 50,000 50,000

△24,413 △27,692 △31,773

0 0 0
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7経営状況の予備的診断

予備的診断フロー

No

Yes No

No

評価 B

※ この評価に関連する特殊な事情又は要因など特記すべき事項
特になし

Yes

Yes

4

A-1
単年度黒字か

A-2

累積欠損金
があるか

A-3累積欠損金が資本
金の50%未満

単年度黒字か

A-4

累積欠損金が資本
金の50%以上 B

評価基準 備考

A-1 累積欠損金がなく、単年度黒字の
場合

引き続き経営努力を
行う。

A-2 累積欠損金がなく、単年度赤字の
場合

複数年の経過を注視
しながら引き続き経
営努力を行う。

A-3 累積欠損金が資本金の 50%未満
で、単年度黒字の場合

経営改善の努力を要
する。

A-4 累積欠損金が資本金の 50%未満
で、単年度赤字の場合

経営改善の一層の努
力を要する。

B 累積欠損金が資本金の 50%以上の
場合

事業の見直 し等も含
めた抜本的な経営改
善を要する。



内1訳 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 備考

① 放送委託料 14,786 14,786 1 7 46 8

② 防災ラジオ起動試験委

託料
497 497 497

③ 安全安心情報放送業務

委託料
1,296 1,296 0

④

⑤

計 16,579 16,579 17,965

8市の関与の状況
(1)市の委託額

(2市の財政援助額

9今後の経営計画等
(1)次期事業計画

平成 30年度 (第 21期 )は、次の取組により更に積極的な営業を展開する。

① 放送の展開

昨年から実施したインターネットでのラジオ放送配信の、いつでも、どこでも番組を聴くこ

とができる特性をいかし、これまで電波を受信できなかった市内外の地域も含め、新たなリス

ナーの獲得に努める。

② 営業の展開

積極的に営業を展開し、売上の根幹をなす定時スポット広告のスポンサーをはじめ、ラジ

オ公開番組「ナマ・ステ」、「お祭リラジオ」などの番組協賛企業の新規獲得に取り組む。

県内 12局のコミュニティFM局関連携をいかし、共同営業実施によるスポンサーの獲得、特

に、県及び国土交通省の広報予算の獲得に努める。

(単位 :千円)

(単位 :千円)

内1訳 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 備考

① 補助金 (助成金) 0 0 0

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 ( ) 0 0 0

計 0 0 0
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第 20期 事業報告書
(平成 29年 4月 1日から平成 30年 3月 31日 まで)

エフエム上越株式会社

1.経営方針

平成 11年 4月 3日 に上越地域で初のコミュニティFMと して開局致しました当社はおか
げさまで開局 19周年を迎え、地域に密着したラジオ放送局として多くの皆様に親しんでい

ただけるよう、暮らしに役立つ生活情報や報道、娯楽番組などを提供するとともに新しい地

域文化の振興や地域経済の活性化に貢献し、株主、聴取者及びスポンサーの皆様の信頼と期

待にさらに応えられる番組作りに努めて参ります。

2.営業の概況

(1)営業の経過及び成果

FMみようこうとの共催で 2回目となる高田公園観桜会場から全国約 100の コミュニテイ
FM局へ公開生放送を行い、更なる協働を実施すべく 4月 から準備を進め 10月 から月一回
のエフエム上越・FMみょうこう共同ラジオ公開番組放送事業「上越妙高駅前サテライトス
タジオ」【愛称 nama・ sute(ナマ・ステ)】 を、本年 3月 まで実施し約 144万円の新規売上

を計上しました。

上越市からの新規委託事業で、難聴対策の一環としてスマホやパソコン等で何処からでも

聴く事が出来るインターネットサイマル放送、及び月一回市内各地から中継放送する「出張

Jステーション」を 7月 から開始し、約 162万円の新規売上を計上致しました。
しかし乍ら、弊社にとっては売上の柱となる年間 30万円の定時スポットスポンサーの契

約終了再契約見送りが多発し、開局以来最大額約 300万円の減額となりました。主な要因
としては、月刊フリーペーパー及びフリーマガジンの相次ぐ発行が考えられます。

更に上越市からの委託放送業務 「安全安心だより」が契約満了となり 120万円の減額と
なりました。

結果広告売上は前期を 355,796円 下回り 38,464,826円 となりました。経常損失は

3,758,037円 となりました。法人住民事業税等を加えた当期純損失は 4,080,770円 と誠に遺

憾ながら2期連続の赤字決算となりました。

(2)営業成績及び財産の状況の推移

区 分 第 18期 第 19期 第 20期

決 算 年 月 平成 27年 4月 1日～

平成 28年 3月 31日
平成 28年 4月 1日 ～
平成 29年 3月 31日

平成 29年 4月 1日～
平成 30年 3月 31日

売 上 高 38,169,254円 38,820,622円 38,464,826円

経 常 利 益 213,852円 ‐3,099,271円 ‐3,758,087円

当期 純 利 益 38,673円 ‐3,279,395円 ‐4,080,770円
‐株当り当期純利益 33円 67銭 ‐3,279円 89銭 ‐4,080円 77銭

総 資 産 32,494,177円 31,536,595円 26,700,261円

純 資 産 25,587,047円 22,307,652円 18,226,882円
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(3)次期の見通し

「第 21期事業計画」を滞りなく推進し更なる業績向上に努めます。

3.会社の概況

(1)主要な事業内容
。放送法に基づく超短波放送事業及びその他の放送関連事業

・放送番組の制作及び販売業務

・放送時間の販売業務
・広告業務及び宣伝業務
・防災ラジオの販売業務

(2)株式の状況 (平成 30年 3月 31日 現在 )
。会社が発行する株式の総数 4,000株
。発行済み株式総数 1,000株
。当期末株主数 41人
。大株主

(3)事業所の状況
・本社スタジオ

・送  信  所

(4)従業員の状況
・男  1人
・女  5人
・計  6人

(5)取締役及び監査役

上越市本町 3丁 目2番 26号 雁木通リプラザ内
上越市大字大貫 1457番地 1

7

株 主 名 持ち株数 持ち株比率

上越市 510お朱 51%

株式会社新潟日報社 40株 4%

株式会社新潟放送 40株 4%

株式会社エフエムラジオ新潟 20株 2%

えちご上越農業協同組合 20株 2%

上越信用金庫 20株 2%

地 位 氏 名 担当又は主な職業

代表取締役 田中 弘邦 上越観光コンベンション協会会長

取締役 野口 和広 上越市副市長

取締役 青木 克明 えちご上越農業協同組合経営管理委員会会長

取締役 大嶋喜久雄 本町三丁目商店街振興組合理事長

取締役 熊田 唯志 エフエム上越株式会社局長

監査役 渡辺佐千雄 渡辺佐千雄税理士事務所所長



第 20期 運営状況
(平成 29年 4月 1日 から平成 30年 3月 31日 まで)

エフエム上越株式会社

1、 放送状況

① 放送時間 24時間放送を行なっています。尚毎週日曜日の放送終了後、翌月曜日午前 1時
～4時迄は機器メンテナンス等のため放送を休止しています。

②放送内容 報道、生活情報、行政情報、タウン情報、音楽番組、教養番組など各種情報をお届
けしています。

③番組編成周期

第 1クール…… 4月 ～6月     第 2クール……7月 ～9月
第 3クール……10月 ～12月     第 4クール……1月 ～3月
8ヶ月を 1クールとして番組改編を行います。リスナー及び番組審議会からご意見

をいただきながら、より広く親しまれる番組編成に努めています。

④自主制作番組放送時間
月曜日

火～金曜日

土、日曜日

合 計

21時間中 20時間
24時間中 23時間
24時間中 24時間

165時間中 160時間

(95%)
(96%)
(100°/o)

(97%)

⑤自社制作生放送番組
月～金曜日 モーニングステーション(7:00～ 9:00)

すまいるカフェ(11:00～ 14100)

イブニングじゃむ(17:00～ 19:00)

2、 PR事業

① 新潟日報紙面に毎週番組表を掲載。
② 上越タイムス、上越よみうりに毎日番組表を掲載。

③ 月刊情報誌ジャックランドに毎号番組表を掲載。

④ 各クール毎に (3ヶ月に1回)番組冊子を印刷。発行。
⑤ 雁木通リプラザ公園入り口に掲示板を設置。番組表やイベント情報を掲示。

⑥ ホームページの開設。

3、 市提供番組

上越市との番組放送委託契約に基づき、各種行政情報を毎日放送。

① 定時番組

市職員が対談形式で解説 (月～金曜日各 10分 )
広報紙より情報の紹介 (月 ～金曜日各 7分×2回、6分各 1回 )
広報対話課職員が電話で出演 (月 ～金曜日各 10分 )
土曜日は 30分番組 (平 日の 10分番組を再放送)

8



「自治区だより」平日、各区から担当者に聞く(6分)
FM‐Jスタッフが市内各地から出張放送「出張 Jステーション」
7月 から原則月 1回放送 (15分 )

② スポットCM
市のイベント、制度などのお知らせを 20秒 CMで一日4回放送

③防災ラジオ試験放送

毎月 1日 午後 6時 35分～、15日 午後 12時 45分～実施(1月 1日 は休止)

4、 市民・市民団体が加コーナー

①「モーニングステーション」
・「ここで一句」俳句愛好家の皆さんの俳句を 1日 1句紹介

② 「すまいるカフェ」
。「上越ワーキングネット」「読み語リジャックの会」「上越歩く会」「ビバ !町内会」。

関係する皆さんから直接スタジオにお越しいただき、或いは電話で各団体の活動、イベント
の紹介。

③「イブニングじゃむ」
。「テレホンじゃむ」リスナーの皆さんに電話で生放送に直接ご出演いただき、お友達を紹

介しリスナーの輪を広げ

5、 制作協力者・コーナー名

① 「モーニングステーション」
。「JA情報」 (水)JAえ ちご上越の皆さん
② け まいるカフェ」
。「社協からのお知らせ」 (月 )上越社会福祉協議会スタッフ
。「こんにちは 1振興局です」 (火)上越地域振興局の皆さん
。「図書館へ行こう !」 (水)高田図書館職員の皆さん
。「すこやかクラブ」(火)上越ヤクルト販売スタッフ

(水)きたしろ歯科診療所院長

(木)上越紺太社長

(金)上越地域医療センター病院長他
。「上越警察署暮らしの安全情報」上越警察署交通課長他
。「水族館からのお知らせ」(木)上越市立水族博物館スタッフ
。「ドクタージローのこども健康相談室」(木)塚田こども医院 塚田次郎院長
② 「イブニングじゃむ」
。「TSUTAYAエ ンタメライフ」TSUTAYA上越インター店

6 定期地域情報と情報入手先

④ 運行、空席情報

新潟日報、上越タイムス、上越よみうり

日本気象協会予報事業部 (地震も含む)

東日本高速道路腑新潟支社、新潟県上越土木事務所、市道路課

ローソン加賀町店、野尻店、五貫野店、春日山町二丁目店

頚城自動車、JR東 日本新潟支社、北越急行、えちごトキめき鉄道、
佐渡汽船

上越消防本部

ス

報

報

一
予

情

ユ
気

路

二
天

道

①

②

③
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⑤ 火災情報



⑥ライヴ情報
⑦イベント情報
③その他の情報

キョー ドー北陸、FOB企 画、上越文化会館、LINE BOX等
上越市、各区総合事務所、妙高市、その他各種サークル等

停電情報 (東北電力)、 冬期水道情報 (上越市ガス水道局)

冬剣道路情報・事故等道路情報 (国土交通省高田河川国道事務所、ネクスコ)

徘徊シルバーSOS。 事件事故報道 (上越警察署)

7、 他局との連携

① 月～金曜日5:00～ 6:00「元気はつらつ歌謡曲」全国62局のネット番組。
② 月曜日20:00～20i30「ジンケ・トリオ」全国46局のネット番組。
③ 木曜日8:35～ 8:45「写真の話」県内5局のネット番組。
④ 木曜日20100～20:30「落合みつをの今日はどこまで歩こうか」県内5局のネット番組。
⑤ 金曜日1400～ 14:15燕三条FM制作「まちの作り手編集部」放送。
⑥ FMみようこうと共催で「あの頃青春グラフィティ」を放送。
⑦ 県内コミュニティFM(全 12)局が連携しての共同営業。
③ FMゆきぐに、エフエムとおかまちと共同で「ほくほくウォーク」を実施。
③ NST「みんなのニュース」内「コミュニティ FMだ より」制作。

8 企画事業・特別番組

成 29年 4月 8日 「あの頃青春グラフィティ」高田公園から全国へ公開生放送。
成 29年 6月 3日 道の駅あらいから「くびき野縁日」公開生放送」。
成 29年 7月 26日 荒川橋傍から「お祭リラジオ」公開生放送。
成 29年 10月 27日 「ナマ・ステ」フルサットから公開生放送。
成 29年 10月 28日 「ほくほくウォーク」長野県飯山にて実施。
成 29年 11月 21日 「すまいるカフェ防災訓練放送スペシャル」生放送。
成 29年 11月 24日 「ナマ・ステ」フルサットから公開生放送。
成 29年 12月 3日 「サンタとハッピークリスマス !」 アコーレから実施。
成 29年 12月 22日 「ナマ 。ステ」フルサットから公開生放送。
成 29年 12月 23日 「バロー・クリスマス 。ジャム !」 実施。
成 30年 1月 26日 「ナマ・ステ」フルサットから公開生放送。
成 30年 2月 23日 「ナマ・ステ」フルサットから公開生放送。
成 30年 3月 23日 「ナマ・ステ」フルサットから公開生放送。
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平
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平

平

平
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平
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③
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決 算 報 告 書

第 20期

自 平成29年 4月 1日

至 平成30年 3月 31目

エフエム上粧株式会社

新鳩県 .I越市 本町3-2… 26
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エフエム上越株式会社

貸 借 対 熙 表

平成ec年 3月 31爾 現在
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払
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エフエム上繊株式会社

損 益 計 算 善

自 平成29年 4月 1日
至 平成30年 3月 31日
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エアエムと越株式会社

販売費及び一般管理費明細善

自 平成29年 4月 1鶴
至 平成30年 3月 31霞
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エフエム上繊株式会社

【株主資本

'資本後

新株式申込証拠金

資本緊こ余金

資本準備金

その他資本剰余金

資本藤と余金計

利益乗奪余金

利益準備金

ダ,l途積立金

繰越利益茶J余金

その他利益剤余金

株主資本等変動計算書

自 平成29年 4月 1日
至 平成30年 3月 31目

当翔首残高

警翔変動額

当ダず,末残高

当鶏首残高

当霜変動額

当期末残葛

当期撻
・
残高

当鶏変動額

当期末残高

当鶏普残高

当期変動額

当期末残高

当翔首残高

当期変動額

当歩
'傷
末残葛

当鶏首残高

婆鶏変錢額

当舞末残高

当壊首残高

当鶏変動を碩

当鎖末残高

当霧首残高

蓮魏変動額

当期純利益

当類末残高

ψ増報首残高

挙期変動額

基鶏末ダ売高

当難奮残高

当難変動額

当舞末残高

(単位 (円 )

50,000,000

0

50,000.000

-27,692,348

-4,080,770

i31,773,118

…27〕 692,348
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-31,778〕 1lS
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i‐ -31i痢節 18

0

0

Ｏ

　

Ｏ

0

0

O

0

０

　

０

０

　

０

０

　

０

利益理余後計
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エフエム上越株式会社

自己株式

自己株式申込隷二拠金

株藍資本合計

【評価・決算叢額等】

【新株予約権】

【純愛産合計,

株主資本等変動計算書

自 平成29年 4月 1日
蓋 平成30年 3月 31日

婆翔昔残高

当期変機観

当簸末残高

当療首残高

当鶏変務額

当期奈残高

当期首残高

当期変動額

拳期末残高

当鶏首残高

当鶏変動額

当

'輔

末残高

当鶏首残高

当夕函変動額

当期末残高

当期首残高

婆鶏変動額

当`期末残高

(単位

22,307,652

|1聰
議■口山口Hエロ中日どど魯ごζ彗督営せ魯至と基i

221807,652

-4,CSO,770

i    Ft,226id821

酌

０

０

0

0

０

　

０
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個 別 注 記 表
エフエムと越株式会社

脅 平成29年 4月 1爵
葦 平成30年 3月 31置

(資産のこ平l麓基準及び評価方法)

1有価証券の評観基準及び評価方法
その他有価証券

移動平雛」法による療価法を採用しております。

2.たな簿資産の評章距基準及び評価方法

最終仕入療価法による原価法を採用しております。

(固定資産の滅価繊去癬方法)

とt'角・好固定資産

有彰雷l定資産につラ`ては、lR竜額法叉感定額法を採用 t′ております。

なお、験得f逓額10万円以上20万円未満の資産,こつをサヽては、法人税法の規定に基づく3年均等篠薄を採用しております。

2,ジース資産

滋入税滋の規定に基づくリース第BF,再定額法を採用しております。

(その1色 aキ算書類の作威基準)

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。

(貸借対照表に関する注驚 )

固定資董『
)償芸爾状況

期末における償却不足罪計類  ■,3271831掛

(株主資本等変動計算書の注記)

0発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

前翔来株式軟 鶯加株式数 減少株式数 当翔末株式数 鋳要

子発行済株式I

候渡制限株式 1,00C 1,000

合計 1:00C 0 C k1000

(―株当たり情報に甚目する注宮3)

k株当たり純食産額

1株当たり当期純損失

181226踏 88銭

4.OSO爵 77金箕
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監 査 報 告 書

平成 30年 5月 29凰

エフエム上簸株式会社

代表取締役 騒中弘邦 殿

平成30年 5月 29日午前 10時より渡辺佐千雄税理士事務所にて、平成29年
度 (平成 29年 4月 1日から平成 30年 3月 31日 まで)エフエム上越株式会社
の第20期決算報告書及び添付書類等を監査した結果、いずれも適法かつ芝確で
あると認めます。
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第 21期 事業計画

エフエム上越株式会社

(1)売上増に向けての施策

昨年 7月 から実施のインターネウトサイマル放送、及び「出張」ステー
ション」が好評をいただき、インターネット放送は通年、又「出張 Jステ
ーション」は放送回数が倍増となり、結果前年度+186万円を確保しました。
売り上げの根幹をなす定時スポットは年間 6口の協賛計 180万円増を目
指します。
「うみがたり」オープン 1か月後に実施のお祭リラジオは、花火大会協
賛スポンサーを積紅的に訪聞営業し前年度+30万円増を目指します。
6月 から放送再開の、FMみ ょうこうとの共同ラジオ公開番組放送事業
「ナマ・ステ」の積紅的営業により前年度+100万円増を目指します。
ランチメニュー紹介企画の「ランチロードマップ」は 10軒増の+25万円
を目指します。

(2)他局との連携

県内他局との連携を更に深め、共同営業実施による共同スポンサーの獲

得を目指します。

(3)防災放送

1,防災ラジオ試験放送

今年度も元日を除く毎月 1日 (午後 6時 35分～)、 15日 (午後 12時 45分～)、 及
び上越市防災訓練において、配備済の防災ラジオを一斉に起動・終了させる試験

放送を行ないます。

2,「道の駅あらい」からの災害情報伝達訓練

国土交通省高田河川国道事務所及び妙高市との災害協定に基づき、事務所

主催の防災訓練時に、現場への機材搬入・仮設スタジオ立ち上げ。現場から

の放送までの訓練を春秋 2回実施します。
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